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※本リーフレットでは、いじめられている児童生徒（被害者）を当該児童生徒、いじめている児童生徒(加害者) と加害に関与した児童生徒を関係児童生徒と記載しています。 
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・
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校内いじめ対策ケース会議 
緊急の組織的対応 

・事実関係の把握      ・当該児童生徒への支援   

・関係児童生徒への指導   ・周囲の児童生徒への指導 

・保護者への対応 

解
消 

 

□迅速に状況を伝える 

□学校の対応の方向性の提示 

□被害拡大防止、今後の調査に向

けての協力を依頼 

□成長支援のための具体的助言 

関係児童生徒への指導 

□

想像できる指導 

□

背景を振り返らせる指導 

関係機関や地域との連携 

□必要に応じて関係機関と連携する 

□多方面からの意見を参考に、具体的な 

支援策を検討する 

□支援策を児童生徒・保護者に提示する 

 

□迅速に状況を伝える 

□学校の対応の方向性の提示 

□共感的な関わり 

□家庭での見守りの依頼 

当該児童生徒への支援 

□安全・安心な環境づくり 

□  

□登下校・休み時間等の見守り 

□いじめからの保護・心のケア 

周囲の児童生徒への指導 

□  

□集団の中の自分の立ち位置を振り

返り、正しい行動を考えさせる 

□  

※簡略でよいので、対応時点での記録をとる     初動から記録をとる     対応するごとに記録をとる     日時・対応者・内容を明確にし、随時記録を積み重ねる 
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情報共有、協力要請、保護者の願い・心情への寄り添い 

状況に応じて、教育委員会  

区・教育担当(SSW 含む)と連携 

関係機関 
所轄警察署 少年相談・保護センター 

各区役所地域みまもり支援センター 

こども家庭センター 児童相談所 

療育センター          等 

事実関係の把握 

・多方面からの情報収集により事実関

係を把握する 

・「事実関係の把握」と「指導」は、

明確に区別する 

・児童生徒のプライバシー保護に配慮

しながら、個別にできるだけ同時に

聴き取る 

・必ず記録を取り、聴き取った内容を

集約して時系列を整理し、必要に応

じて再度聴き取る 

・適宜、全教職員で情報共有する 

対応・経過観察 

・校内いじめ対策ケース会議で確認し

た方針に基づき、支援・指導を行う 

・必要に応じてケース会議や対策会議

を継続的に実施し、支援・指導後の

情報共有と経過確認を行う 

・学校と保護者との連絡を密にしなが

ら共に経過を見守る 

・児童生徒の人間関係については、学

年の引継ぎや小中連携で配慮する 

・組織的対応の検証 

発見・情報収集（組織で認知） 

・些細な出来事だととらえずに、共感的理解に基づき子ど

もの思いや辛さに向き合う 

・当該児童生徒の安全を第一に考え、当該児童生徒やいじ

めを知らせた児童生徒を守り通す 

・発見者は、一人で抱え込まずに迅速に担任・学年主任等

に報告し、学年で共有する（保護者からの訴えも同様） 

・報告を受けた担任・学年主任等は、迅速に生徒指導担

当・支援教育Ｃｏ等に連絡 

・生徒指導担当・支援教育Ｃｏ等は管理職に報告する 

・管理職は、対応の方向性を見通しながら、校内いじめ対

策ケース会議や必要に応じて対策会議を招集する 

校内いじめ対策ケース会議 

・その日のうちに会議を開き、組織的に

対応する体制を確認する 

・生徒指導担当・支援教育Ｃｏは全体の

調整を担当する 

・記録担当を決め、記録を蓄積する 

・①いつ ②誰が ③どこで 

④誰に対して ⑤どのようなねらいで 

⑥どのような内容の聴き取りや指導を

行うかを確認する 

・必要に応じて対策会議を開催する 

・状況に応じて区・教育担当に報告する 
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（小学校⇔中学校） 

 

再発防止・未然防止 

の取組 

管
理
職 

保護者 保護者 

１発見 ２情報収集・認知 ３事実関係の把握・対応方針決定 ０未然防止 ５経過観察・再発防止 ４対応・解消 
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抱え込まず 

抱え込ませず迅速に！ 

Co：ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

SC：ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ 

継続的に対応 迅速に対応（その日のうちにケース会議や対策会議を） 継続的に対応 

日常から学校全体で、人権尊重を基盤とした教育活動を展開し、いじめの早期発見のための取組を推進しましょう 
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 校内いじめ防止対策会議 

(いじめ防止対策推進法第二十二条により設置される組織) 情報の 

集約 


